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【概 要】

銀河進化の真の理解には、星間ガスからの星生成と、星からのガス放出による星間ガ

スへの循環過程が、銀河系スケールでどのようにすすんでいるかを定量的に明らかにす

る必要がある。そのためには 「星」と「星間ガス」の大域的な分布を十分な空間分解、

能で知る必要があるが、星については過去の観測の蓄積から十分な理解が進んでいるの

に対して、星間ガスについては、銀河進化モデルに適応できるレベルの十分な観測デー

タが未だ存在していない。星間ガスは、その多くが星間紫外光によって電離されている

ため 「電離ガス」の大域的な空間分布を知ることがモデルの構築にはもっとも重要に、

なっているが、このガスから放出される紫外・可視光の水素輝線は星間塵による吸収に

はばまれて銀河全体にわたって見通すことに困難があった。そこで、波長が長いために

銀河系全体を見通せる赤外線波長域の Pa α水素輝線を用い、赤外線観測の最適地であ

るチリ・アタカマ高原に専用の小望遠鏡を設置して、銀河面の電離ガスのサーベイを行

う。その結果をもとに、銀河系内の星間ガスの電離構造を明らかにし、次世代の銀河進

化モデルのベースとする。

【期待される成果】

Pa α水素輝線は可視域の H α輝線に次いで強い水素輝線であり、H αの 10 倍近い透

過力を持つために銀河面全体の電離ガスの分布を調べる最も強力なプローブとして知ら

れていたが、地上では大気の吸収に阻まれて観測ができなかった。本研究では、チリ・

アタカマ高原の優れた赤外線透過環境を利用して、この全く新しい赤外線波長域を開拓

する点に最も大きな特徴がある。また、銀河面サーベイにより、星間ガスの大部分を担

う電離ガスについて、銀河スケールでの空間分布を初めて明らかにすることに天文学的

な意義がある。
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